
学校だより 

令和 5年度秋季大運動会 ～子供たちへの声援ありがとうございました～ 

 

 

 

10 月１日（日）の運動会は，あいにくの小雨となりましたが，子供たちが最後まで全力で「やればで

きる！」の姿を見せてくれました。残暑厳しい中，熱中症に気を付けながら練習を頑張ってきた成果を発

揮できてよかったです。保護者そして校区の皆様には，温かい声援や競技への参加，進行や準備・片付け

の手伝いなどいろいろと御協力いただき，心よりお礼申し上げます。 

 さて，実りの秋，スポーツだけでなく，読書も豊かにしてほしいと思い，10 月４日（水）の全校集会

では，絵本の読み聞かせをしました。内容は，『天国と地獄の話』です。概要は次の通りです。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分さえよければいい」と自分のことばかり考える人なのか，「みんなが楽しく気持ちよくできるよう

に」と相手や周りの人のことも大切に考える人なのか，これは大きな違いです。 

  もう一つ，私の好きな相田みつをさんの詩「わけ合えば」を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

実際に学校生活でも，遊具を待つ順番やトイレの使い方など，一人一人が次に使う人のことをもっと考

えてくれたらいいのにと思うことはよくあります。相手に思いを遣るから「思いやり」です。もし自分が

相手や周りの人の立場だったらどう思うかを考えたり，多様な考え方や感じ方について話し合ったりする

機会を大事にして，もっと子供たちに「利他の心」を育てていきたいと思います。そして，「やさしさいっ

ぱい，笑顔あふれる入来小」にしていきたいです。 

  読書の秋，できましたら御家庭でもテレビを消して家族で一緒に読書をしたり，読み聞かせをしたりす

る時間を設けていただけるとありがたいです。本の感想を話し合ってみるのもいいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清色の風 
～チャレンジ入来っ子～ 

薩摩川内市立入来小学校 

児童数１１９名〈令和５年１０月１日現在〉 

☎ ４４－２０６２ FAX ４４－２１０３ 

入来小ホームページ・ブログ 

http://www.edu.satsumasendai.jp/iriki-e/ 

「利他の心」を育てる 

天国と地獄の様子を見に行くと，ちょうど食事の時間でした。 

 とても大きな鍋をぐるりと囲んで食事をします。約１ｍの長い箸（スプーン）を使って食べるのが天国

と地獄の共通のルールです。どちらも同じようにおいしそうなにおいがして，同じ量の食べ物が用意され

ています。でもよく見ると，地獄の人たちは痩せていてイライラした印象です。それに比べて天国の人た

ちは，満足して幸せそうです。どうしてこんな違いがあるのでしょうか。 

 地獄の人たちは，我先にと争って食べようとするため，箸がぶつかったり，食べ物がこぼれたりしてう

まく口に運ぶことができません。それでけんかになり腹をすかせて苛立っていたのです。 

 一方，天国の人たちは，鍋の向かい側にいる人に長い箸を使って「お先にどうぞ」と口に運んであげて

います。「ありがとう。今度はどうぞ。」と譲り合い交代でたっぷり味わっているので，みんなが楽しそう

にしていたのです。 

うばい合えば 足らぬ      わけ合えば あまる 

  うばい合えば あらそい    わけ合えば やすらぎ 

  うばい合えば にくしみ     わけ合えば よろこび 

  うばい合えば 不満         わけ合えば 感謝 

  うばい合えば 戦争          わけ合えば 平和 

  うばい合えば 地獄          わけ合えば 極楽 

上学年全員リレー 選手宣誓 応援合戦 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月の主な行事予定 
1 日～7 日 地域が育む「かごしまの教育」県民週間 

9 日（木） 仲良し音楽会（３・4 年生出演 入来文化ホール） 

１７日（金） 読み聞かせ（おじゃはんか） 

２０日（月） ＰＴＡ総務委員会 

２２日（水） 社会科見学（5 年生） 

２８日（火） 市陸上記録会（５・６年生選手） 

※ 学校・家庭・地域社会のより一層の連携と協力の下に， 

県民ひとりひとりが鹿児島の教育について考える機運を高め，本県教育の充実と発展を 

図るため，「地域が育む『かごしまの教育』県民週間を設けました。ぜひ、子供たちの様 

子をご参観ください。お待ちしています。 

保護者の回答率は昨年度に比べると上がっては

いますが，51％とまだ低いです。今後も総務委員

会や学級ＰＴＡにおいて結果を報告し，課題解決

に向けた取組について周知していきます。 

児童が，「勉強がよくわかる」「悩みを話せる」

ことができるよう，教職員は児童とのより良い関係

づくりを目指し，授業改善や学級づくりに取り組ん

でいきます。 

また，保護者はいじめのない学校へ安心して登校

させたいと願っており，児童だけではなく保護者と

も教育相談等を行い，対応していく必要を感じてい

ます。 

児童が，勉強や運動等教育活動に取り組むため

には，早寝・早起き・朝ごはん等の基本的生活習

慣の確立や家庭学習の習慣化において家庭の協力

がとても大切になってきます。学級ＰＴＡや学校

だよりなどを通して啓発したり，保護者の学びの

場でもある家庭教育学級の充実を図ったりしてい

きます。 

児童が，自己肯定感を育み，夢や目標を抱くこ

とのできる教育活動を展開してくことを大切にし

ていきたいと思い，その一つとして，児童玄関へ

夢の掲示を行いました。 

ぜひ，ご家庭でも夢や目標を語る機会を設けて

ください。 

今後も，子ども一人一人の「生きる力」を育む 

ために学校，家庭，地域が連携していきましょう。 

2 学期のアンケート実施は 1１月２７日～１２月

８日です。よろしくお願いします。 

 


